
　　

狛
江
市
議
選
が
４
月
23
日
投
開
票

で
行
な
わ
れ
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、

市
民
生
活
第
一
、
市
民
が
主
人
公
の

市
政
、
憲
法
と
平
和
都
市
宣
言
を
生

か
す
市
政
へ
全
力
を
上
げ
ま
す
。

　　

参
議
選
か
ら
わ
ず
か
半
年
、
岸
田

政
権
の
支
持
率
は
20
％
台
に
急
落
し

ま
し
た
。
国
民
の
反
対
を
無
視
し
て

安
倍
元
首
相
の
国
葬
を
強
行
し
、
物

価
高
騰
で
生
活
が
大
変
な
と
き
に
、

年
金
を
減
ら
し
、
医
療
費
窓
口
負
担

２
倍
化
を
強
行
し
ま
し
た
。
実
質
賃

金
も
削
減
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
死
者
数

が
過
去
最
高
を
記
録
す
る
な
か
５
類

へ
の
引
き
下
げ
を
決
定
し
ま
し
た
。

統
一
協
会
と
政
治
と
金
の
問
題
で
４

人
の
閣
僚
が
次
々
辞
任
し
ま
し
た
。

そ
し
て
大
軍
拡
と
大
増
税
。
長
距
離

ト
マ
ホ
ー
ク
ミ
サ
イ
ル
５
０
０
発
の
配

備
な
ど
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
保

有
、
改
憲
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
支
持

率
急
落
は
当
然
で
す
。

　　

日
本
共
産
党
を
伸
ば
し
て
、
大
軍

拡
・
大
増
税
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
岸

田
自
公
政
権
に
厳
し
い
審
判
を
下
し

ま
し
ょ
う
。

　　

狛
江
市
議
選
の
争
点
は
第
一
に
、

「
市
民
が
主
人
公
」
市
政
を
壊
し
て

き
た
自
公
市
政
と
対
決
し
、「
市
民

が
主
人
公
」
の
政
治
を
と
り
も
ど
す

か
ど
う
か
で
す
。

　　

矢
野
市
政
以
前
の
保
守
市
政
は
、

大
型
開
発
優
先
で
莫
大
な
借
金
を
残

し
、
バ
カ
ラ
賭
博
で
市
政
へ
の
信
頼

を
ど
ん
底
ま
で
落
と
し
ま
し
た
。
こ
の

市
政
を
転
換
し
よ
う
と
、
矢
野
市
長

を
先
頭
に
幅
広
い
市
民
が
団
結
し
、

清
潔
・
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
、
市

民
生
活
第
一
・
市
民
が
主
人
公
の
市

政
実
現
へ
全
力
で
奮
闘
し
ま
し
た
。

　　

矢
野
市
政
は
市
民
の
力
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
莫
大
な
借
金
の
返
済
行

な
い
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の

拡
大
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
の
促
進
、

市
民
参
加
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
国
的
に
も
先

進
的
な
「
情
報
公
開
条
例
」
や
「
市

民
参
加
と
市
民
協
働
の
推
進
に
関
す

る
基
本
条
例
」「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
、
文
字
通
り
市
民
が
主
人

公
の
市
政
へ
と
前
進
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
矢
野
市
民
派
市
政

は
、
保
守
層
の
支
持
も
え
て
、
市
制

施
行
以
来
最
長
の
４
期
16
年
間
、
市

政
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　
い
ま
、
こ
の
市
民
の
財
産
が
、
高
橋
・

松
原
市
政
の
10
年
間
で
壊
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　　

高
橋
市
政
は
、
矢
野
市
政
が
幅
広

い
市
民
参
加
で
策
定
し
た
「
基
本
計

画
」
を
充
分
な
市
民
参
加
も
な
く
改

定
し
、
市
と
市
民
の
共
催
で
行
わ
れ

て
き
た
平
和
フ
ェ
ス
タ
か
ら
撤
退
す
る

な
ど
、
参
加
と
協
働
を
大
き
く
後
退

さ
せ
ま
し
た
。
高
橋
市
長
に
よ
る
セ

ク
ハ
ラ
事
件
は
、
全
国
的
大
問
題
に

な
り
、
市
政
へ
の
信
頼
は
、
再
び
ど

ん
底
に
落
ち
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

日
本
共
産
党
は
、
幅
広
い
市
民
と
連

携
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
徹
底
的
に

追
及
し
て
き
ま
し
た
。

　　

高
橋
市
政
が
突
然
新
図
書
館
計
画

の
中
止
を
発
表
し
た
と
き
に
は
、
市

民
が
た
だ
ち
に
４
千
人
以
上
の
陳
情

署
名
を
あ
つ
め
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
増

改
築
も
視
野
に
入
れ
た
中
央
図
書

館
・
公
民
館
の
充
実
を
求
め
、
市
議

会
も
全
会
一
致
で
こ
れ
を
採
択
し
ま

し
た
。
市
は
そ
れ
ま
で
の
強
引
な
や
り

方
を
謝
罪
し
、
市
民
と
市
が
協
定
を

結
ん
で
２
０
０
回
に
及
ぶ
会
議
を
重
ね

て
「
市
民
提
案
書
」
を
ま
と
め
あ
げ
、

高
橋
市
長
自
ら
「
市
民
提
案
書
を
基

本
に
新
し
い
市
民
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
」
と
表
明
す
る
と
こ
ろ
ま

で
押
し
返
し
ま
し
た
。

　　
と
こ
ろ
が
松
原
市
長
は
こ
れ
を
い
っ

さ
い
反
故
に
し
て
、
市
民
に
不
便
を

強
い
る
中
央
図
書
館
の
分
割
移
転
方

針
を
決
定
し
、
押
し
つ
け
て
き
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
市
民

参
加
条
例
の
手
続
き
を
踏
ん
で
い
な

い
、
条
例
違
反
で
は
な
い
か
、
と
く
り

返
し
批
判
、
市
は
ま
と
も
な
答
弁
が

で
き
ず
、
つ
い
に
市
長
が
「
市
民
の
声

を
聞
い
て
い
た
か
ら
ま
と
ま
ら
な
か
っ

た
」
な
ど
市
民
参
加
と
協
働
を
否
定

す
る
発
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

　　

市
民
参
加
と
協
働
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
で
あ
り
条
例
の
遵
守
は
、

行
政
運
営
の
大
原
則
で
す
。　

日
本

共
産
党
は
、「
市
民
が
主
人
公
」
の

政
治
を
取
り
戻
す
た
め
、
全
力
で
頑

張
り
ま
す
。

　　

自
民
党
・
明
政
ク
ラ
ブ
は
、
条
例

の
遵
守
を
求
め
る
私
た
ち
の
議
論
を

「
不
毛
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　　

今
度
の
市
議
選
で
は
、
議
会
と
し

て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
放
棄
し
、
市
長

に
暴
走
政
治
を
け
し
か
け
る
自
民
・

公
明
と
そ
の
補
完
勢
力
に
厳
し
い
審

判
を
下
し
ま
し
ょ
う
。

　　

第
２
の
争
点
は
、
物
価
高
騰
か
ら

本
当
に
く
ら
し
を
守
る
党
は
ど
こ
か
と

い
う
問
題
で
す
。

　　

自
公
市
政
10
年
間
は
、
市
民
負
担

増
を
押
し
つ
け
な
が
ら
、
積
立
金
は

２
・
５
倍
化
さ
せ
ま
し
た
。
矢
野
市

政
以
前
の
保
守
市
政
は
、
多
摩
地
域

で
ト
ッ
プ
の
土
木
費
比
率
で
莫
大
な

借
金
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
矢
野
市

政
は
こ
の
莫
大
な
借
金
を
減
ら
し
て
、

財
政
を
健
全
化
さ
せ
な
が
ら
、
市
民

の
願
い
に
応
え
る
施
策
を
実
現
し
て
い

き
ま
し
た
。

　　

矢
野
市
政
16
年
間
に
わ
た
る
借
金

返
済
の
努
力
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
一
般

会
計
だ
け
で
も
２
４
８
億
円
も
あ
っ
た

借
金
残
高
が
、
い
ま
１
８
４
億
円
。

６
４
億
円
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
決
算
で
は
、
２
３
億
円
の
黒
字

で
し
た
。
市
民
生
活
守
る
財
政
的
余

裕
が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　　
に
も
関
わ
ら
ず
松
原
市
政
は
、
急

激
な
物
価
高
騰
と
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

市
民
生
活
が
大
変
な
と
き
に
、
国
民

健
康
保
険
税
を
４
人
家
族
で
１０
万
８

千
円
も
値
上
げ
す
る
計
画
を
推
し
進

め
、
介
護
保
険
料
の
度
重
な
る
値
上

げ
を
市
民
に
押
し
付
け
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
２９
億
４
千
万
円
の

事
業
費
の
う
ち
狛
江
市
が
負
担
し
た

分
は
、
わ
ず
か
８
７
０
０
万
円
、
全
体

の
３
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
も
と
で
日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
こ
の
10
年
間
、
毎
年
必
ず
予
算

の
組
み
替
え
提
案
を
行
い
、
財
源
も

示
し
な
が
ら
市
民
要
求
を
提
案
し
つ

づ
け
て
き
ま
し
た
。

　　
こ
の
組
み
替
え
提
案
は
、
議
会
で

自
民
・
公
明
・
立
憲
な
ど
が
反
対
し

て
否
決
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

毎
議
会
ご
と
の
質
問
で
も
粘
り
強
く

要
求
し
続
け
、
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
の
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
所
得

制
限
の
撤
廃
、
就
学
援
助
制
度
の
生

保
基
準
１
・
４
倍
ま
で
の
拡
大
、
子

ど
も
の
国
保
税
の
軽
減
、
生
活
困
窮

者
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
補
助
、
防

災
ラ
ジ
オ
の
貸
し
出
し
制
度
、
浸
水

対
策
で
猪
方
・
六
郷
排
水
樋
管
へ
の

強
力
な
排
水
ポ
ン
プ
の
整
備
計
画
な

ど
を
実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　　

自
民
公
明
中
心
の
市
政
の
中
で

も
、
ね
ば
り
強
く
提
案
し
つ
け
、
抜

群
の
実
績
を
上
げ
て
き
た
の
が
日
本

共
産
党
で
す
。

　　
こ
の
日
本
共
産
党
を
伸
ば
し
て
、

子
ど
も
の
医
療
費
の
さ
ら
な
る
拡
大

や
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
補
聴
器

購
入
へ
の
助
成
、
調
布
・
狛
江
へ
の

保
健
所
復
活
な
ど
、
市
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
施
策
を
大
き
く
前
進
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
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　　　　　　２０2３年 2月５日　日本共産党狛江市委員会は見解を発表しました。

日本共産党４ ⬇５議席への前進で

岸田政権の大軍拡 ・大増税ストップ！

学校給食無償化、 子どもの医療費無料化拡大を

狛江駅で宣伝する日本共産党の５人 （１月２８日）

岸
田
政
権
の
支
持
率
20
％
台

「市
民
が
主
人
公
」
の
市
政
を

と
り
も
ど
す

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

市
民
提
案
書
を
反
故
に
す
る

中
央
図
書
館
の
分
割
移
転
方
針

市
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
放

棄
す
る
自
民
公
明
と
補
完
勢
力

市
民
要
求
を
提
案
し
続
け
抜
群

の
実
績
ー
日
本
共
産
党


